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目的・課題 解決ポイント
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◆酢酸菌から細胞膜結合型D－マンノース
異性化酵素を発見した。

◆酢酸菌由来の膜結合型Ｄ－マンノース異
性化酵素を製造する。酢酸菌は、ア セト
バクター属（Acetobacter）、グルコノバク 

ター属（Gluconobacter）、又はグルコン  

アセトバクター属（Gluconacetobacter）に
属する酢酸菌であることが好ましい。

◆膜結合型Ｄ－マンノース異性化酵素を利
用してＤ－マンノースから果糖を製造する。

研究概要・アピールポイント

蒟蒻芋の主成分の蒟蒻マンナンはＤ－
マンノースとＤ－グルコースがβ－１，４

－グリコシド結合した多糖で消化しにく
いため食材蒟蒻製造に限定されてきた。
蒟蒻芋を栄養価の高いサトウキビやテ
ン菜と同等の炭水化物資源に引き上げ
るため、従来の細胞質酵素に比較して
より特異的に蒟蒻芋加水分解物中のＤ
－マンノースが果糖へ異性化でき、酸性
域に最適反応ｐＨを有する膜結合型のＤ
－マンノース 異性化酵素を提供するこ

とを課題とする。

◆本発明の膜結合型Ｄ－マンノース異性化酵素は細胞膜に結合した酵素であり、かつ酸
 性域での最適ｐＨを有するため、安定的かつ褐色した副産物の生成を抑制して果糖を
生成することができる。

◆膜結合型Ｄ－マンノース異性化酵素を固定化触媒と して用いることで異性化反応後の
 反応生成物である果糖を容易に抽出・回収できる。
◆酢酸菌由来の酵素なので、反応生成物である果糖を安心 して食品に利用できる。

発明の名称：

 Ｄ－マンノース異性化酵素及びＤ－フルクトースの製造方法
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